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北海道さけ・ますふ 化場 

サーモン・ セ ; ナ一要旨 集 

第 4l 回 サーモン・セミナー l935 年 l0 同 5 日 

栽培漁業の現状と 今後の課題 

今村弘二 ( 日本栽培漁業協会 ) 

Ⅱ 本 栽培漁業協会 @ 我 協 ) は，昭和 38  類の種苗生産に 取り組んでいる。 しかしな 

年に瀬戸内海栽培漁業協会として ，瀬戸内 がら，栽培漁業が 普及し，当たり 前になっ 

海をモデル海域としてマダイ ，クルマエビ ， てきた今日ではその 問題古も 徐 化に増えつ 

ガザミなどの 重要な水産資源を 積極的に増                                                                                                 

                                              放流事業を試みたと 生産コストの 低減，放流効果の 判定，環境 

                                                                - とる」 - 方で   への配慮などが 重要な課題と                         
展を意味している。 その後，栽培漁業は @  しながら豊かな 水産資源を作り 上げていく 

躍 脚光を浴び，昭和 54 年に日本栽培漁業協 ために，大字，水産研究所，水産試験場な 

会 として現在の 組織に改組され ，全国的な どの研究機関とよりいっそうの 連携をはか 

事業展開を始めた。 現在では全国の 15 事業 るとともに漁業者により 深い理解を得るた 

場，実験地に 職員約 140 名で， 約即 種の魚介 め広く啓蒙にも 努めている。 

第 42 回 サーモン，セミナー l935 年Ⅱ 月 l 日 

サケ・マス幼稚魚の 遊泳能力に関するいくつかの 知見 

入能一正 ( 北海道さけ・ますふ 化場 ) 

遊泳力 ( 遊泳能力，最大遊泳速度 ) は 健苗 mm 程度から次第に 増加の傾向が 鈍くなって 

  性 ?) 指標となると 考えられるが ，サケ 稚伍 、 いく様子がうかがわれた。 Ic 「 t も成長に伴     
かにされているわけではない。 また，遊泳 隔を 5 分および 1 分と変えて比較したところ ， 

力の中身についても 様セで ，遊泳 相 ( 遊泳の Tc ㎡七の増加パターンには 違いが観察された。 

状態 ) によって角の 遊泳能力も大きく 異なる。 また，一定流速での 耐久時間 ( 冊 沐 時間 ) 

そこで今回は 放流用種苗として 飼育してい の結果も用いて ， 軸 次元化した遊泳能力 曲 

た サケ稚魚の瞬 発 遊泳速度に mb) と ，臨界                                                                                           

                                                                                成長に伴って ど                                                                                           
                                                                                  cmm/,s であ った 善による遊休能力の 向上の可 B&, 性について 

Imb は成長に伴って 増加し，放流時には も考察した。 

                rm 尽にまで 達                                           
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第 43 回 サーモン・セミナー l995 年 l2 月 l 日 

ふ 仕場 産 ベニ ザケ 幼魚の海水適応能獲得過程 

伴 真像 ( 北海道さけ・ますふ 化場 ) 

ふ化場席ベニ ザケ (071i.()), 伍 ・ i/[.//@(.@ @lc, 戊の び 1 年魚 0-)5 月から 6 月であ った。 つ ま男 

9  スモルト化に                                                                                               @ @ ナ よ ・                                                                                                                         

ぃ 年魚の 7 パ か ， 1 年 角 、 の 7 月まで調べた。 はⅢ U 九を示し，血中 チ トリム濃度は 1,1 ぃ 

ス モル l 、 化の指標として ，背鰭と尾鰭末端 m 正巳 ぜ 台の低い値となった。 しかし，つま 

部の色，および 海水適応能を 用いた。 海水 里が現れていない 時期の缶．は ，海水移行後 

油   r/ 、 能は，海水移行試験 ( 四時間 ) にとも の牛戒事が悪く ，血中のナトリウム 濃度が 

なう 仏 ． ひ y'J-: 残 孫ヒ ， Ⅱ lW 中 ナトリウム濃度の 而 かづ た 。 血中 テ ロキシン濃度は ， り年   缶 、     
ト化にともなう 内分泌学的側面として ， 血 の 時期は低し イ 直を示した。 これらの結果か 

中チロキシン 濃度 ひ ) 変化を合わせて 測定し 。 ，，仕場 産 ベニ ザケ の ス モルト化は春期 

た。 から夏期に周期的に 起きること， ヂロ キシ 

                                                                                                                                                ンはス モルト化と何らかの 関係があ る         お 年 魚 ド ) １ 
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成長を促進させた べニザケ 幼魚の生理学的状態の 評価 

Tatyana l. Tolstyak (Kamchat NlRo) 
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カソ、 ヂ十ツカ ては 地執 温水を用いて べ ニ 化を調べたと 二ろ， 6 パ ド 旬には浸透圧制 

ザゲ幼缶 ・の成長を促進させろことができろ 節 能力は高まったが ， 7 Ⅱになって 低   卜し 

か， 回帰効果にまで 結び "" ノ けるためにはそ た。 そして，海水への 移行が可能ヒ   考えら 

のように成 長 促進させて生産したべ ニザケ れる高い適応能を 示した期間は 14 口間であ 

幼伍 ．の海水 適心能 と放流時期， 早期成熟 仔 ． った。 また， これらの 幼 角は早熟や河 l@ 

の 出現抑制な ビ の問題を解決する 必要があ 留 傾向を小さなかった。 ニ のことから， Ⅱ     
得ら ォしたぺ ニ ー サケ 幼ぬ ．を飼育し ，   Ⅱ どコ体市 な，淡水生活期間の 無いべ ニザケス モル l 、 

4.4 ばになったり 用 申 句から海水適応能の 変 の上 産 ができると考えられた " 

  


